
昭和２６年の転校時に高津高校文芸誌「みずかめ」に掲載して頂いた俳句です 

 

        ２０２２年１２月３１日 

        太 田 隆 次 

 

野口さん、清水さんにならって 

俳句や短歌には文章とはまた違う世界がありますね。 

 

私ごとですが、私は高校２年生、３年生の時、家庭の事情には勝てず山本有三の「路傍の石」

さながらに、新制中学卒で終わる寸前の羽目になり、見るに見かねた、２年生の時は岡山の

実家に、３年生の時は京都の伯母宅に転がり込みました。 

 

添付しましたのは、２年生のはじめに岡山の玉野高校に転校した直後の動転した心情を詠ん

だもので、高津高校で属していた文芸部「みずがめ」に投稿した所、掲載して頂いたもので

す。前田要校長の巻頭文もコピーさせて頂きました。、 

 

この二回の転校は長い目で見て、その後の人生にプラスになりました。 

時々この俳句を思い出しては戒めにしているこの頃です。 

 

では皆様、よいお年を。（終わり） 

 

 



 



 


